
太田市内遺跡6

一一平成21年度調査 一一

2 0 1 1 

群馬県太田市教育委員会



はじめに

太田市は、北に八王子丘陵・渡良瀬川があり、中央やや東側に金山がそびえ

立ち、南は利根川まで広がる広大な面積を有する市です。

本報告書は、平成21年度に実施した、市内の諸開発事業に伴う確認調査の結

果をまとめております。

埋蔵文化財は、かけがえのない郷土の遺産であります。我々は、先人の残し

た遺産を掘り起こし、整理・保存・活用していくことが、歴史解明の一助にな

り、豊かで文化のかおり高い町づくりの推進をになうものと確信しておりま

す。

最後になりましたが、調査を実施するに当たりご指導ご協力いただきました

関係各位、また、寒暖の中、発掘調査に参加していただいた方々に厚くお礼申

し上げます。

平成23年3月

太田市教育委員会

教育長岡田孝夫



例目

1 本報告書は、太田市教育委員会が国宝重要文化財等保存整備費補助金と群馬県文化財保存事業費補助金

を得て実施した「市内遺跡発掘調査」をまとめた報告書である。

2 発掘調査は、太田市教育委員会が平成21年度に実施し、整理作業は平成22年度に実施した。

3 確認調査を実施した遺跡について調査概要を掲載した。

4 太田市教育委員会の調査組織は下記の通りである。

平成21年度（発掘調査）

調査主体者太田市教育委員会 教育長 相津邦衛（4月まで）

教育長 岡田孝夫（6月より）

事務局太田市教育委員会文化スポーツ部長栗原知章、副部長茂木博光

文化財課参事宮田毅主幹海野猛課長補佐久保田文夫、穴原雅巳、須永光一、

新井貴美子、小林敏仁係長小宮豪、城代富美江、係長代理小宮俊久、阿部章子、

島田孝雄、高橋之雄主任 荒井文夫、神保晴美、野本智久、赤石光司、浜田弘樹、

長谷川幸夫、天笠圭子、静野勝信、中村渉、伏島徹、関根圭介、遠坂純伸

主事鹿山くみ子嘱託石原由香、原口優美子臨時星野朔

平成22年度（整理作業）

調査主体者太田市教育委員会 教育長 岡田孝夫

事務局太田市教育委員会教育部長八須利秋、副部長武笠敏朗

文化財課参事宮田毅課長補佐穴原雅巳、須永光一

係長小宮豪、城代富美江、係長代理小宮俊久、阿部章子、高橋之雄

主査 神保晴美、野本智久、赤石光司、浜田弘樹、長谷川幸夫、天笠圭子

主任静野勝信、中村渉、山口高志、岸伸洋、遠坂純伸、関根圭介

主事補福島雄一嘱託石原由香 臨時職員星野朔、金子由依、千葉高久

5 本稿の編集・執筆は、小宮俊久が担当した。

6 本書に掲載した遺構の写真は各調査担当者が撮影した。

7 発掘調査および、本書の作成にあたっては下記の方々、機関より御教授、御協力を賜った。

記して感謝を表したい（アイウエオ順、敬称略）。

群馬県教育委員会文化財保護課、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

8 本書に係わる資料ならびに遺物は太田市教育委員会で保管している。

9 発掘調査ならび、に整理作業に携わった作業員は、下記のとおりである。（敬称略、順不同）

飯田光子、大坪春美、木村純子、高山きく子、中村久乃、宮下やす江、毛呂小夜子、小此木克己、

茂木正州、福島清野、福島定夫



例凡

1 第4章の調査地点位置図の縮尺は1/5,000とした。これ以外の縮尺についてはスケールを付した。

2 調査地点位置図の方位は、北を上とした。トレンチ配置図の方位は図中に表示した。

3 遺物の縮尺については、スケールを付した。

4 第3章 「平成21年度調査地一覧表J中の［台帳No.Jは、太田市文化財課で管理している台帳の番号で

ある。また、「ひまわりjとは、太田市文化財地理情報システムの番号である。第4章本文中の 「台帳

H21No.117 Jは、平成21年度に受け付けた事前問い合わせの遺跡地内の117番である。
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第1章調査に至る経緯

平成21年度の事業では、公共事業に関しては、前年度に事業内容についての照会を行い、確認調査が必要

な事業については、新年度に確認調査を行うこととし、民間開発については、事前問い合わせの窓口を開い

て事前の事業照会を行い、必要に応じて工事着手前に立会・確認調査を実施することとした。確認調査につ

いては、国宝重要文化財等保存整備費補助金や群馬県文化財保存事業費補助金を受けて、「市内遺跡発掘調

査Jとして事前の試掘・確認調査を実施し、開発事業との調整を図ることとした。また、個人住宅の確認調

査で遺構が確認された場合は、本調査を実施することで、開発事業との調整を図ることとした。

太田地域

生品地区

太田市の全体図



第2章調査の方法および経過

太田市教育委員会では前述の通り、開発内容を公共事業と民間開発の2種類に分けて対応している。太田

市遺跡地図をもとにして、事前に埋蔵文化財包蔵地であるかどうかの判断を行い、包蔵地であった場合は、

発掘届けの提出をしていただき、工事内容によっては、事業者から確認調査依頼書の提出をうけ、確認調査

を実施している。

確認調査の内容は、対象となる土地の地形・形状や開発計画を考慮し、 トレンチを設定し、遺構確認面ま

で掘削して遺構の有無を確認している。確認された遺構については、平面形を実測し、写真撮影を行ってい

る。また、個人住宅や鉄塔建設等の狭い面積での開発においても、地下に著しく影響を及ぼす工事について

は確認調査の対象とし、遺構が確認された場合については本調査対象としている。（個人住宅については市

内遺跡で対応している）。

整理作業においては、これらの調査によって出土した遺物の整理や図面の整理を実施し、翌年度にその成

果を 「太田市内遺跡Jとして報告書を刊行している。

く平成21年度＞

市内遺跡として確認調査を実施した62箇所の内主な内容は、個人住宅29件、集合住宅8件等である。平成

21年度の特徴としては、前年と同様、個人住宅における柱状改良工事が増加している点があげられる。柱状

改良工事は、直径60cm前後のコンクリート杭を地中 6m前後まで埋め込むことにより基礎地盤の強化を図る

工事である。平成20年度においても、 29件の確認調査を実施した。このうち住居跡等の遺構が確認されたの

は3件と少なく、柱状改良工事が必要な地点は相対的に地盤が緩く、住居跡等が確認されることが少ないこ

とを示す結果となった。この工法は年々増加する傾向にあり、今後遺跡の保護を計る上で、課題となってきて

いる。

なお、平成21年度の調査によって得られた資料は、太田市教育委員会にて保管している。

第 3章遺跡の位置と歴史的環境

太田市は北部に八王子丘陵がひかえ、その南方には金山がそびえ立ち、市内全域を望むことができる。八

王子丘陵西側の薮塚地域には大間々扇状地が広がり、扇状地の端部に位置する新田地域からは湧水が流れ

出し、古代より生活の水脈として利用されている。中央部には高大な平地が広がり、水田地帯を形成してい

る。利根川と面する南西部の尾島地域は、旧利根川の流路にあたる部分であり、遺跡が榛名山二ツ岳の噴火

による洪水堆積層に覆われている。旧 1市3町の範囲は、現在の所、太田地域、新田地域、尾島地域、薮塚

地域の4区域に分けられる。各地区の遺跡数の合計を見ると、太田市全体としては965の遺跡が所在してお

り、これらを時代ごとに分けると、古墳時代が圧倒的に多く、ついで奈良・平安時代、中世、縄文時代、近

世、弥生時代、旧石器時代となっている。以下、今回確認調査を実施した遺跡について次頁の地図及び一覧

表にまとめた。
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平成21年度調査地

l中江田原遺跡 12鎧着遺跡 23川窪遺跡 34目塚遺跡 45城ノ内遺跡 56満所遺跡
2久保畑遺跡 13天良七堂遺跡 24小舞木遺跡 35矢場寄合遺跡 46天良七堂遺跡 57西長岡横塚古墳群
3家前遺跡 14寺井廃寺 25高林鶴巻古墳群 36宮西遺跡 47堀之内遺跡 58高林遺跡
4宮内遺跡 15FP泥流下遺跡群 26高林鶴巻古墳群 37高林鶴巻古墳群 48村田・本郷遺跡 59家前遺跡
5 FP泥流下遺跡群 16新野古墳群 27飯田古墳群 38北之圧遺跡 49FP泥流下遺跡群 60世良田下原古墳群隣接地
6東別所新田遺跡 17寺井廃寺 28西田島遺跡 39塚廻り古墳群 50落内遺跡 61城ノ内遺跡
7細谷中遺跡 18満所遺跡 29向矢部遺跡 40植木野城跡 51高林西原古墳群 62天良七堂遺跡
8満所遺跡 19国済寺城跡 30田谷遺跡 41石神遺跡 52久保遺跡 ・上遺跡
9満所遺跡 20宮元遺跡 31沖ノ林遺跡 42西矢島遺跡 53細谷南遺跡
10下原遺跡 21東別所遺跡 32登戸遺跡 43東部地区遺跡群 54推定東山道駅路
11賀茂遺跡 22中道遺跡 33北明泉寺遺跡 44川向・中西田遺跡 55東矢島遺跡、
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平成21年度調査地一覧表

No. 所 在 I山 遺跡名 開発原因 開発（n面i)積 調査（n而・｛）積 調査期間 調査結果 台帳No. ひまNo.わり

1 新田中江田町182-6 中江田原遺跡 個人住宅 500.00 42.00 21.4.10 j基溝、（灰幅荊fi陶m器）破l片条2、点土坑 1 42 3353 

2 寺井町546番6 久保畑遺跡 携手帯電話鉄塔t曽設 61.25 5.20 21.4.13 棟住居、造跡物1軒な、し街！立柱建物跡1 50 3583 

3 岩瀬川町65-7の一部 家前遺跡 個人住宅 437.44 20.00 21. 4 .15 柱点穴2本、古働時代土器片10 6 3991 

4 1兵問rs1 宮内遺跡 市道 250.00 21.00 21.4.17 遺構・遺物なし 36 4037 

5 世良田町1121 1 FP 泥流下遺跡群 携帯電話鉄俗僧設 120.00 13.00 21. 4 .21 i立精 i立物なし 52 4082 

6 東別所町3553, 356 東別所新田遺跡 宅地の分譲 979.01 38.00 21. 4 .22～23 近点世以降住穴I本、土禄片3 18 4007 

7 細谷町1331-2 制II谷中遺跡 個人住宅 306.34 17.00 21. 5 7 箇住所居跡、土と推坑定1基され、造る物落込なみし2 20 4016 

8 石原町439-9 i荷所遺跡 建売住宅 209.00 16.40 21. 5 .11 住居跡、1軒、遺物なし 78 4123 

9 石原町4397 満所遺跡 建売住宅 166.00 16.50 21. 5 .11 遺構 i立物なし 79 4124 

10新野町825-15 下原遺跡 個人住宅 438.36 21.00 21. 5 .12 遺構・遺物なし 86 4136 

11 龍舞町3752番l 賀茂遺跡 個人住宅兼店舗 317.37 26.00 21. 6 2 時住居代跡の土1粁器、破土片坑6点2基、 古墳 95 4146 

12 鳥山下町961番l 鎧着遺跡 集合住宅 970.00 67.00 21. 6. 3 構l条、遺物なし 76 4121 

13 天良l町121番手2 天良七堂遺跡 集合住宅 460.59 30.00 21. 6. 5 構l条、遺物なし 101 4169 

14 天良町879番l 寺井廃寺 建売住宅 375.00 46.00 21. 6. 9 瓦住居収納跡箱2粁1、構3条、 古代の 130 4249 

15 粕川町17 FP泥流下遺跡群 集合住宅 849.00 43.00 21. 6 .22 遺構・造物なし 13 3999 

16 新野町1284番2 新野古噴群 機帯電話鉄t蓄培設 182.86 9.00 21. 7. 9 遺構造物なし 110 4169 

17 天良町858番地2ほか地内 寺井廃寺 強戸小体育舘建築 約1200.00 174.00 21. 6 .16～17 住の居瓦跡収納4杯箱、l土坑4基、 古代 3983 

18 台之郷町999ほか地内 1椅所遺跡 韮川小体育館建築 約1000.00 136.50 21. 6 .18～19 溝3条、柱穴3基、遺物なし 2 3984 

19 市場町1137-7 国済寺械跡 集合住宅 445.00 39.00 21. 7 .10 期住ト居i点跡本、、14土古午、器演土時片坑代（弥前4期墓生、時2代点ピ）中ッ 217 4474 

20 由良町157番2 宮元遺跡 個人住宅 500.00 46.00 21. 7 .28～30 住10居点跡2軒、 溝1条、土法片 27 4028 

21 東別所町4716 東別所遺跡 個人住宅 245.09 2.00 21. 7 .28 i立構 j立物なし 259 4551 

22 鶴生田町958-1他 中道遺跡 宅地造成 4937.00 180.00 21. 9 .1～2 遺構なし、遺物土器一片出土 47 4073 

23 藤阿久間Tl46-4、148・l 川窪遺跡 個人住宅 484.00 31.00 21. 8 .18 j立1誇・）立ヰ却なし 198 4437 

24 小舞木町525-1 小舞木遺跡 店舗i 684.48 34.00 21. 8 .19 j稽2条、土坑l基、遺物なし 177 4403 

25 高林南町62626 高林鶴巻古墳群 個人住宅 369.65 32.00 21. 8 .21 遺構造物なし 163 4369 

26 高林南町626-24 高林鶴巻古演群 個人住宅 495.00 28.00 21. 8 .21 遺構 ・造物なし 227 4493 

27 飯田町553 飯田古墳群 集合住宅 2063.94 125.00 21. 9 8～9 住居跡2軒、遺物なし 214 4461 

28 下回島町1243・66の一部 西国島遺跡 個人住宅 352.15 12.00 21. 9 .10 遺構 ・遺物なし 307 4663 

29 富若町3853 向矢部遺跡 個人住宅 275.00 8.00 21. 9 .10 潜 l条、造物なし 154 4350 

30 東矢島町1173-1 田谷遺跡 集合住宅 1627.00 80.00 21.10.19～20 条収住居、納柱箱跡穴：軒多数、土、坑古境8基時、代構土器2 222 4486 

31 太事業田市56東街矢区9島－3土号地区画整理 i中ノ林遺跡 個人住宅 305.00 33.00 21.10. 5 溝 lf条、 i昔物なし 330 4706 

32 新の一田部上江田町636番8・9 2 主主戸遺跡 個人住宅 70.00 17.00 21.10. 6 遺稿・造物なし 273 4595 
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No. 所 在 J山 遺跡名 開発原因 開発（n面i)積 調査（n面i)積 調査期間 調査結果 台帳No. ひまNo.わり

33 飯塚町1339-1、13392 北明泉寺遺跡 集合住宅 1826.00 73.00 21.10.29 住居跡l杯、溝l条 306 4661 

34 内149ケ25島、1町4Ji9i°の9一の部一部、 田原遺跡 店舗新築工事 970.78 38.00 21.10. 1 潜l条（近世）、造物なし 368 4798 

35 矢場町3075-6 矢場寄合遺跡 個人住宅 271.58 24.00 21.10.30 遺構造物なし 267 4577 

拘束101矢92島の一町部1019・lの一部、 宮西遺跡 個人住宅 80.00 13.00 21.10.22 土坑l基、精l条、土器10点 264 4566 

37 高林南IIIT62627 高林鶴巻古漬1l手 個人住宅 373.00 39.00 21.10.22 遺構造物なし 204 4447 

38 由良町1738-1ほか 北之庄遺跡 宝泉小校舎建築 31186.49 143.00 21.10.21～23 方墳形時周代溝の墓土認2基が、l収縄納文箱時l代／2、古 3 3985 

39 龍舞町30932ほか 塚廻り古漬群 農業用水路 650.00 109.00 21.11.4～6 構田、園造の陛物状土造器機片、2点畠の畝状遺 262 4554 

40 姫木野町764-6 値木野城跡 個人住宅 366.47 6.00 21.11.10 遺構・遺物なし 115 4182 

41 龍舞問T8293 石神遺跡 個人住宅 484.00 24.00 21.11.10 百時1条、 j立物なし 108 4167 

42 西矢島町374-2 西矢島遺跡 建売分譲 2377. 73 143.75 21.11.1 1～12 古禄演l時点代の住居跡l粁、土師 326 4698 

43 堀口町1544、5 東部地区遺跡群 個人住宅 193.00 9.00 21.11.13 遺構造物なし 375 4811 

44 内部ヶ島町226-8、226-1の一 川向・中西国遺跡 集合住宅 674.16 30.00 21.11.24 基近、世遺以物降なのし構 l条、 土坑 1 452 4955 

45 大島町452-1ほか50筆 城ノ内遺跡 太田病院 50136.94 559.00 21.11.16～19 住ト居等跡、土18軒器、片溝等、収土納坑箱、1ピッ 423 4910 

46 天良IUT1159 天良七堂遺跡 個人住宅 230.53 9.00 21.12.24 遺構造物なし 515 5091 

47 西野谷町129-7 堀之内遺跡 個人住宅 347.85 9.00 21.12.24 土代坑～平4基安、時柱代穴の土4本器、破奈片良1時 498 5058 

48 新田村田町9353 村田・本郷遺跡 岡人住宅 314.65 25.50 21.12. 9 近基、世造以物降土の器潜片＼条、 土坑 1 501 5062 

49 粕川町1283 FP 泥流下遺跡群 個人住宅 372.59 9.60 22. 1. 6 住土師居器跡破l片軒、l須恵器破片3、 524 5109 

50 吉沢町1772-4、5、7 落内遺跡 個人住宅 460.00 13.00 22. 1. 8 遺土構器な3し、奈良～平安時代の 542 5145 

51 高林西日IT880-3 高林西原古墳群 個人住宅 414.99 9.60 22. 1 .18 遺精遺物なし 477 5009 

52 鳥山上町2257 久保遺跡、上遺跡 建売住宅 1023.00 80.00 22. 1.18 1軒奈2、良箱潜～6平条安、時土代怨のは住収居納跡箱41 225 4491 

53 細谷町3244 細谷南遺跡 個人住宅 444.00 28.00 22. 1.25 本土、坑土l穏基片、7満点2（条古、境柱時穴代）2 382 4837 

54 東新町733 推定東山道駅路 デイサ ビス施設 1474.39 35.00 22. 2. 8 遺構 ・i古物なし 519 5099 

55 末広町5614 東矢島遺跡： 事務所 453.71 3.00 22. 2 8 遺構・造物なし 25 4025 

56 石原町4325, 7 満所遺跡 個人住宅 203.50 9.00 22. 2 .19 柱穴2本、造物なし 568 5217 

57 西長岡町376-1 西長岡横塚古償群 個人住宅 296.03 21.00 22. 2 .19 j常3条、 i立物なし 603 5288 

58 牛沢町1125・l 高林遺跡 個人住宅 300.01 21.00 22. 2 .23 i音機 ・遺物なし 502 5063 

59 岩瀬川町276-1他 家前遺跡 宅地分譲 993.00 55.00 22. 2 .23 土本、坑遺2物基な、し構 1条、 柱穴 7 504 5067 

60 粕川町631番lほか 地世良田下原古漬1l手隣接 道のJ釈 21489.00 306.00 22. 2 .24～22. 3 2 1常6条、遺物なし 441 4937 

61 八幡町18-6、7の一部 城ノ内遺跡 建売住宅 2512.18 162.00 22. 3 3～4 基納住居、箱古跡1漬17軒～平、1安待時3糸代、の土土坑器収6 581 5249 

62 天良町72-3の一部ほか 天良七堂遺跡 強戸中武道場 300.0 30.00 22. 3 .19 住居跡l軒、構l条、遺物なし 649 5393 
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第4章確認調査の結果
1 .中江田原遺跡 （台帳H21No.42(378)) 

①所在地太田市新田中江田町182-6

②調査面積 42ぱ（対象面積500ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年4月10日

①調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は古代と推定される溝l条、士坑1

基が確認された。遺物は黒曜石ナイフ型石器1点、

灰紬陶器破片2点が出土した。

⑦取扱い方法 現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

「一一一一一一一一一一「 1号溝 ⑧ 
1卜レンチ

L 
寸

「」

卜建物予定地

3 
¥ /1号土坑
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〈と〉

中江田原遺跡石器計測表
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I 1 ｜表土（60cm)

I 2 ｜ローム層

＼＼ γ－王ヨフ／

1: 3 1 Dem 

番号 ｜器種

1 ｜ナイフ型石器

計測値（mm)

最大長｜最大幅 ｜最大厚

30.75 I 16.8 I 9.3 I黒曜石

石 質 等

中江田原遺跡観察表

番号｜霊童
2 1灰紬
陶器

出土位置｜残存状況 口径 ・底径 ・器高

一 ・（7.2）・一1溝 底部
1/ 3 

色調

灰色
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切

一台

列

一高

智

一月
－口
μ一一一
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2. 久保畑遺跡 （台111長H21No.50(425)) 

① 所在地太田市寺井町546番6

② 調査面積 5.2ぱ（対象面積61.25ぱ）

③ 調査原因 携帯電話鉄塔増設

④ 調査期間平成21年4月13日

⑤ 調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構は住居跡l軒、掘立柱建物跡 l棟が

確認された。遺物は出土しなかった。

⑦ 取扱い方法現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

I 1 l盛土（20cm)

I 2 ｜表土 （60cm)

I 3 ｜ロム層

⑥ 

既存鉄塔

住居跡

掘立柱
建物跡

トレンチ

1: 150 5m 



3. 家前遺跡（台帳H21No.6)

①所在地太田市岩瀬川町65-7の一部
②調査面積 20ぱ（対象面積437.44rrl)

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年4月15日

⑤調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は柱穴2本が確認された。遺物は古

墳時代と推定される土器片が10点出土した。

⑦取扱い方法 現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

I 1 ｜表土（15cm)

I 2 ｜黒色土（50cm)

I 3 ｜ローム層

⑧ 
「一一一一一一一
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2卜レンチ I 
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- -1 工 仕以 I 

一一つ 1トレン可

L I 
一一一一一－-1
建物予定地
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4. 宮内遺跡（台帳H21No.36)

①所在地太田市浜町8-1

②調査面積 21rrl （対象面積250ぱ）

③調査原因市道

④調査期間平成21年4月17日

⑤調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 l盛磯（25cm)

I 2 l旧表土（15cm)
I 3 I 暗褐色（12cm)
I 4 ｜茶褐色土（10cm)
I 5 ｜ロム層

2卜レンチ
1卜レンチ

／ 1: 250 1 Orn 

5. FP泥流下遺跡群（台帳H21No.52)

①所在地太田市世良田町1121番l

②調査面積 13rrl （対象面積120ぱ）

③調査原因 携帯電話鉄塔増設

④調査期間平成21年4月21日

⑤調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。
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I 3 ｜黒色土（10cm)
I 4 ｜黄褐色土（5cm以上）

1: 200 5111 
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東別所新田遺跡（台111長H21No.18)

太田市東別所町355-3、356

38ぱ（対象面積979.0lrrl)

宅地の分譲

平成21年4月22日～23日

①所在地

②調査面積

③調査原因

④調査期間

⑤調査方法

6. 

開発予定地に3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は柱穴1本が確認された。遺物は平

安時代と推定される土器片3点が出土した。

本調査の必要はないと判断された。⑦取扱い方法
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細谷中遺跡（台帳H21No.20)

17凶（対象面積306.34ぱ）

開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

太田市細谷町1331-2

個人住宅

平成21年5月7日

7. 

①所在地

②調査面積

③調査原因

④調査期間

⑤調査方法

遺構の確認を行った。 図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は住居跡と推定される落ち込み2箇

写真撮影、同時に、

土坑 1基が確認された。遺物は出土しなかっ

現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

所、

。
た

⑦取扱い方法

I 1 ｜表土（60cm)

I 2 ｜ローム層

⑨ 

1卜レンチ

住居跡 ／ 
／ 

2トレンチ

／住居跡

、、、、

l建物予定地

「／ 

／ 

5m 1: 150 
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8. 満所遺跡 （台｜｜辰H21No.78)

①所在地太田市石原町439-9

② 調査面積 16.4rrl （対象面積209rrl) 

③調査原因建売住宅

④調査期間平成21年5月11日

⑤調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果遺構は住居跡1軒が確認された。遺物は

出土しなかった。

⑦ 取扱い方法 現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

⑧ 

一一一一寸

一 一一ーー一」
建物予定地

し一 一一一

住居跡

1トレンチ 2トレンチ

- 12 -

I 1 l表土（100cm)
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9.満所遺跡 （台，1，長H21No.79)

① 所在地太田市石原町4397 

② 調査面積 16.5凶（対象面積166rrf)

③ 調査原因建売住宅

④ 調査期間平成21年5月11日

⑤調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑥ 「一一一一一一一一一一一「

ー＿_j 
l建物予定地

砕石（20cm)

2 l表土（30cm)

3 l褐色土（50cm)

9 1:250 5,m 
4 lローム層

10.下原遺跡 （台帳H21No.86)

① 所在地太田市新野町825-15

②調査面積 2lrrf （対象面積438.36ぱ）

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成21年5月12日

⑤ 調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑧ 
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11. 賀茂遺跡 （台，，，長H21No.95)

① 所在地 太田市龍舞町3752番1

②調査面積 26凶（対象面積317.37rri)

③ 調査原因個人住宅兼店舗

④ 調査期間平成21年6月2日

⑤ 調査方法 開発予定地に 2本の卜レンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構は住居跡1軒、土坑2基が確認され

た。遺物は古墳時代と推定される土器片6点が出土

した。

⑦ 取扱い方法 現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

盛土（50cm)
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3 lローム層

⑧ 

一一一一一一一一寸

「

l住居跡 1 : 

I > /1トレンチ : 
L＿一一一一一一一一一一一一＿／＿一一一｜一一一一一一」
建物予定地

1
 

r
h
d
 

nHv
 

r
h
d
 
1
 
1
 

- 14 -



12.鎧着遺跡 （台帳H21No.76)

①所在地太田市鳥山下町961番1

②調査面積 67rn'. （対象面積970rrl)

③調査原因集合住宅

④調査期間平成21年6月3日

⑤調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は溝1条が確認された。遺物は出土

しなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 l表土 （30cm)

I 2 ｜黒色土 （20cm)
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13. 天良七堂遺跡 （台帳H21No.101)

①所在地太田市天良町121番2

②調査面積 30rrl （対象面積460.59ぱ）

③調査原因集合住宅

④調査期間平成21年6月5日

⑤調査方法 開発予定地に 3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は溝1条が確認された。遺物は出土

しなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 ｜表土（50cm)

I 2 ｜ローム層
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14.寺井廃寺 （台帳H21No.130)

①所在地太田市天良町879番l

② 調査面積 46rri （対象面積375rri)

③調査原因建売住宅

④調査期間平成21年6月9日

⑤調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果遺構は住居跡2軒、溝3条が確認され

た。遺物は古代の瓦が遺物収納箱に l箱出土した。

このうち 9点の瓦を図示した。 1は軒丸瓦で、他は

平瓦である。

⑦ 取扱い方法現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。
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「一一一一一一一一一

Lー←
寸

Lーー←
一l

「一一 一一 一一一一一一一一一「 4トレンチ

3溝
住居跡 ！ 

と二三二～－I 
2卜レンチ 建物事色官： 

1溝

1: 200 

一卜一一一一一

～L～ 

一」
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2溝

1: 3 10cm 
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＼亡二コ

ヒ二二コ

寺井廃寺観察表

4
1山
内
川
攻
守

‘寸
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JW駅
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子
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一円

U
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"' 、’宮古守望；；，－－－－， r 

jlii!i~（・！~！時点fii/1子~］！1；注 I 
llii>::::?N: :"" 官 I ;mfriJ~ I 

－ 占ii!f.1: i ：~，i~f｛~！誤認しと ＿／
』ヨγ＇＂－：＇＇’つ：＇＇4¥r！＂＜＇戸 ＇＂.－，円 ＇＞ I 

t件当；；滅伝言語 I 
ぷ仏］）rt）？雑誌｝n~~Mf，弘』 ｜ 
藷！！／~11' i終了tJI'!ti*·＇＂~ - I 
綴 ね：：：）！／，，，；， I 「

：工二コ
4 

I I 

8 

1 :4 1 Dem 

番号 種器 腫類 出土位置 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

軒丸瓦 l溝 破片 03.6）・ 徴密 良好 灰白 単弁五葉蓮華文

2 平瓦 l溝 破片 微密 良好 櫨色 桶子巻叩作き。り。凸面斜格

3 平瓦 l構 破片 徹密 良好 灰色 桶子巻叩作き。り。凸面斜格

4 平瓦 l溝 破片 徽密 良好 灰色 桶子巻叩作き。り。 凸面正格

5 平瓦 l溝 破片 鍛密 良好 撞色 桶子巻叩作き。り。 凸面正格

6 平瓦 l、溝 破片 徹密 良好 灰色 桶巻作り。

7 平瓦 l溝 破片 轍密 良好 灰色 桶子巻叩作き。り。凸面正格

8 平瓦 l溝 破片 鰍密 良好 灰色 桶巻作り。
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15. FP泥流下遺跡群（台帳H21No.13)

①所在地太田市粕川町17

②調査面積 43rri （対象面積849rri)

③調査原因集合住宅

④調査期間平成21年6月22日

⑤調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑨ 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸

2卜レンチ！
-1 

1トレンチl
L一 一一一一一一一一一一一一一一一一」

建物予定地
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昌
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加

砂
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色
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際

磯

灰

混

色

盛

砂

暗

油

褐

日
凶
川
間

16.新野古墳群（台帳H21No.110)

①所在地太田市新野町1284番2

②調査面積 9ぱ（対象面積182.86ぱ）

③調査原因携帯電話鉄塔増設

④調査期間平成21年7月9日

⑤調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑨ ／／／／勺、

く ＼
目l卜レンチ

¥ 」
I －－－－－－鉄塔
しr -

灰色土（10cm)

1: 300 1 Om 
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17.寺井廃寺 （台1j1長H21No.l)

①所在地太田市天良町858番地2ほか地内

②調査面積 174rrl （対象面積約1,200ぱ）

③調査原因 強戸小体育館建築

④調査期間平成21年6月16日～17日

⑤調査方法 開発予定地に 5本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は住居跡4軒、土坑4基が確認され

た。遺物は古代の瓦が遺物収納箱1箱出土した。こ

のうち住居跡から出土した丸瓦1点を図示した。

⑦調査方法 約550ぱについて発掘調査を行う必要が

あると判断された（この後本調査を実施した）。

⑨ 

「－1
／，  

ノ ’
ノ／
〆
ノ

，， 
/ 

／ 

撹乱

4卜レンチ

撹乱

住居跡

3トレンチ
「「
撹乱

土坑

撹乱

2卜レンチ

土坑

寺井廃寺観察表

1卜レンチ

I 1 ｜砕石（20cm)

I 2 ｜表士（20cm)

I 3 ｜ローム層（20cm以上）

1: 200 

0 1: 6 10cm 

番号｜霊童｜出土位置｜残存状況｜ 口径・底径器高 ｜胎土｜焼成l色調
二｜丸瓦 11トレンチ｜ほぽ完形｜ 一 ・ 一 ・ 一 ｜微密 ｜良好｜樺色

10m 



18. 満所遺跡 （台帳H21No.2)

① 所在地太田市台之郷町999ほか地内

② 調査面積 136.5凶（対象面積1,000ぱ）

③ 調査原因 韮川小体育館建築

④ 調査期間平成21年6月18日～6月19日

⑤ 調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果遺構は溝3条、柱穴3本が確認された。

遺物は出土しなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 l砕石（50cm)

I 2 ｜表土（10cm)
I 3 ｜ローム層（10cm以上）

⑧ 

撹乱

1トレンチ 2トレンチ 3卜レンチ

柱穴

撹乱

柱穴

撹乱

4卜レンチ

；葺
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q《
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19.国済寺城跡（台1j1長H21No.217)

①所在地太田市市場町1137-7

②調査面積 39凶（対象面積445ぱ）

③調査原因集合住宅

④調査期間平成21年7月10日

⑤調査方法 開発予定地に 3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は住居跡1軒、 土坑4基、柱穴1本

を確認した。遺物は土器片（弥生時代1点・古墳時

代2点）が出土した。

⑦取扱い方法現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

⑧ 

一一 一 一一「
I 1 ｜盛土（65cm)

I 2 l褐色土（5cm)

＼＼〉（ィJI 
土坑

3卜レンチ
／ 

－ J建物予定地

土坑
住居跡

ピット

1卜レンチ 2トレンチ

1: 200 5m 

／／ 

1: 3 

国済寺城跡観察表

番号｜霊童 出土位置 残存状況 口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

土高杯師器 脚部 ’－ ・ - ・ ー司－ 徹密 良好 樫色 外面ヘラ磨き

2 I宜E 胴部破片 - ・ ーーーーー－ ・ - 撞色 外孤文面に沈線による重

22 -

～ ー

10cm 



20. 宮元遺跡（台帳H21No.27)

①所在地太田市由良町157番2

②調査面積 46ぱ（対象面積500ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年7月28日～30日

⑤調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤調査結果遺構は住居跡2軒、溝l条が確認された。

遺物は土師器10片が出土した。重複は、 1号住居跡が

2号住居跡を切り、さらに l号溝がこれを切ってい

る。 l号住居跡は、遺物から奈良時代と推定される。

⑦取扱い方法住宅建設に伴い、遺構が破壊される部

分（住居跡2軒の一部）について本調査を実施し、

記録保存の措置をとった。

⑧ 
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宮元遺跡観察表

｜番号｜霊童｜
1 I ij~iji器

況

一

主
人

一

i
u
J
I

一
存
一は

残

一l

置

一

位

一

土

一主

出

一日

口径・底径・器高

(16.0）・ 一 ・ 3.3 

⑧ 

I 1 ｜黒褐色土（70cm)

I 2 ｜ローム層

1溝

SPA 

1・：60 20m 

1号住・ 2号住セクション
1、黒褐色 ロームを含む。粘性しまり、やや強

2、褐色 ロームを多量に含む。粘性しまり 非常に強 (1住貼床）

3、黒褐色 ロームを僅かに含むロ粘性しまり やや弱
4、褐色 ロームを少量含む。粘性しまり やや弱

5、褐色 ロームを多量に含む。粘性しまり やや強

6、黒色 ロームを僅かに含む。粘性しまり やや弱

7、黒色 砂を少量含む。粘性しまり やや弱

胎土｜焼成｜色調

良好｜撞色

整形状の特徴

内外面ナデ
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21. 東別所遺跡（台帳H21No.259)

①所在地太田市東別所町471-6

②調査面積 2ぱ（対象面積245.09rrl)

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年7月28日

⑤調査方法 開発予定地に l本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 湧水がある状態で、遺構・遺物は全く確

認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

砕石（40cm)

2 l盛土 （100cm)

3 ｜表士（20cm)

4 l水性ローム層

⑧ 

「一一一一一 一一一一「
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22. 中道遺跡 （台1j1長H21No.47)

①所在地太田市鶴生田町958-1他

②調査面積 180rrl （対象面積4,937ぱ）

③調査原因宅地造成

④調査期間平成21年9月1日～9月2日

⑤調査方法 開発予定地に 5本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 縄文土器1点が出土したが、遺構は確認

されなかった。

⑦取扱い方法本調査の必要はないと判断された。

I 1 ｜表土（40cm)

I 2 ｜ローム層

④ 

ーゆ；！？恥ill蜘 - fブ
~ \vW~ ：：：：ιfベMI I 
~ l｛＇.；ρ）＇.：；；，；； 1 rl・ I J 
d三・立／ヰ込if｝グlj 

1: 3 
10cm 中道遺跡観察表

番号｜霊童｜出土位置｜残存状況

1 ｜縄文深鉢 12トレンチ IJ阿部破片

5卜レンチ
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n／』nHu 
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口径・底径 ・器高 胎二 ｜焼成｜色調｜ 整形状の特徴

撞色 ｜沈線による懸垂線と
縄文を施す
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23. 川窪遺跡（台帳H21No.198)

①所在地太田市藤阿久町1464・148-1

②調査面積 31rri （対象面積484ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年8月18日

⑤調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑧ 
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24.小舞木遺跡（台1j1長H21No.l77) 

① 所在地太田市小舞木町525-1

② 調査面積 34ぱ（対象面積684.48ぱ）

③ 調査原因店舗

④ 調査期間平成21年8月19日

⑤ 調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、 写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤ 調査結果 遺構は溝2条、土坑1基が確認された。

遺物は出土しなかった。

⑦ 取扱い方法 現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

表土 （60cm)

討 ：＝＝~30cm)
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25.高林鶴巻古墳群 （台｜｜辰H21No.163)

①所在地太田市高林南町626-26

②調査面積 32ぱ（対象面積369.65rrl)

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年8月21日

⑤調査方法 開発予定地に2本の卜レンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑩ 

「一一一一寸

」一一寸

｜ ！ 
L一一一一一一」

I I 
L＿」
建物予定地

2トレンチ I 1 ｜表土（30cm)

I 2 ｜ローム層

1 :400 10m 

26.高林鶴巻古墳群 （台帳H21No.227)

①所在地太田市高林南町626-24

②調査面積 28凶（対象面積495ぱ）

③調査原因個人住宅

④ 調査期間平成21年8月21日

⑤ 調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤調査結果遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑨ 

一一一」
建物予定地

卜レンチ

トレンチ

- 28 -

I 1 l表土（30cm)

I 2 lローム層

1 :400 10111 



27.飯田古墳群 （台帳H21No.214)

① 所在地太田市飯田町553

② 調査面積 125凶（対象面積2,063.94rri)

③ 調査原因集合住宅

④ 調査期間平成21年 9月8日～9日

⑤調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構は住居跡2軒が確認された。遺物は

出土しなかった。

⑦ 取扱い方法 現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

I 1 l表土（25cm)

I 2 ｜黄褐色土

⑧ 

3卜レンチ
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28. 西田島遺跡（台，，，長日21No.307)

①所在地太田市下田島町1243番66の一部

②調査面積 12ぱ（対象面積約352.15凶）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年9月10日

⑤調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 ｜表土（60cm)

I 2 ｜ローム層

⑧ 

一一一一一一寸

レ一一一一寸 I 
レ一一一一一寸 I 

レ一一一一建物予定地
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1: 150 5111 



29. 向矢部遺跡（台帳H21No.154)

①所在地太田市富若町385-3

②調査面積 8ぱ（対象面積275rri)

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年9月10日

⑤調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は溝1条が確認された。遺物は出土

しなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 ｜盛土（30cm)

I 2 ｜旧表土（20cm)
I 3 ｜茶褐色土（5cm)
I 4 ｜ローム層

⑭ 

「一一一一一一一「

｜ 卜レンチ I 

l 日1撹乱

L一一一一］一一＿J
建物予定地
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30. 田谷遺跡（台帳H21No.222)

①所在地太田市東矢島町11731 

②調査面積 som （対象面積1,627m)

③調査原因集合住宅

④調査期間平成21年10月19日～20日

⑤調査方法 開発予定地に3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は住居跡3軒、土坑8基、溝2条、

柱穴多数が確認された。遺物は、古墳時代と推定さ

れる土器が収納箱1箱出土した。

⑦取扱い方法 掘削を伴わない工事で現状保存される

ため、本調査を行う必要はないと判断された。

⑭ 
; 表土（50r刷）

褐色土（10cm)

ローム層

3卜レンチ

日
2卜レンチ

1号溝

柱穴

柱穴

1号住居跡

柱穴下l
1卜レンチ

｜。 凸 ζ二コ
土坑 土坑 土坑

柱穴
柱穴

j蕎

住居跡 柱穴

R
U
 

－
 

n
H
U
 

F
h
u
 

A
Uマ

ー
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／／ 
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／ 

¥i¥¥¥ 
防可／

／ ｜＼、
＼ 

3 

田谷遺跡観察表

番号 種器 腫類 出土位置

1 土費師器 l住

2 土嚢師器 2土坑

3 土高杯師器 lトレンチ

4 土嚢師器 2トレンチ

5 饗土師器 1溝

6 土士甘師器
1溝

、＼、』』一一一ー

／ ＼ 

／ 
//;--・,' 

／ 

I) I I 
一ーー戸－ーーーー

残存状況 口径・底径・器高 胎土

2/3 (13.0）・ 5.8 ・ 10.6 撤密

2/3 17.4・・ 徹密

脚部 ’E・E・－ ・ ー一ー ・ ー一ー 撤密

口縁1/3 (20.0）・ 一 ・一 織密

口縁1/ 4 (18.8）・一・一 敏密

体頭部部～ ーーーー ・ - ・ - 撤密

- 33 -

焼成 色調

良好 樺色

良好 撞色

良好 樺う色すい

良好 樫うす色い

良好 撞色

良好 檀うす色い

／／ 

1: 3 

I I 

4 

／／ 

6 

整形状の特徴

10cm 

胴内面部ナ外デ面ヘラ削り、

胴内面部ナ外デ面へラ削り、

脚部外面ヘラ磨き

胴内面部ナ外デ面ヘラ削り、

胴内面部ナ外デ面ヘラ削り、

胴内面部ナ外デ面へラ削り、

5 



31. 沖ノ林遺跡 （台，，，長H21No.330)

① 所在地 太田市東矢島土地区画整理事業56街区9-3号

② 調査面積 33rrl （対象面積305ぱ）

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成21年10月5日

⑤ 調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤ 調査結果 遺構は溝1条が確認された。遺物は出土

しなかった。

⑦ 取扱い方法 現状保存されるため、本調査を行う必

要はないと判断された。

⑧ 
「一一一一一一一「 「一一一一一一一一一一 一一一－i

I 」ー」 元菖I I ¥ i丹 ＼ ｜

｜ 「一一「 1卜レンチI

L 一一一一一一一J I : 
」一一一一一一一 一一一一」

建物予定地
落ち込み 溝

2卜レンチ

I 1 l表土（30cm)

I 2 lローム層

1・：300 1 Om 

32.登戸遺跡 （台帳H21No.273)

① 所在地太田市新田上江田町636番8、9、2の一

部

②調査面積 17rrl （対象面積70rrl)

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成21年10月6日

⑤ 調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法本調査の必要はないと判断された。

⑧ 

建物予定地

「一

一一一」

1トレンチ 1: 300 1 Om 
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33. 北明泉寺遺跡 （台，11長H21No.306)

太田市飯塚町1339-1、1339-2

73rrl （対象面積1,826凶）

集合住宅

平成21年10月29日

① 所在 地

② 調査面積

① 調査原因

④ 調査期間

⑤調査方法 開発予定地に3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、 図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構は住居跡 1軒、溝 1条が確認され

た。遺物は出土しなかった。

⑦ 取扱い方法 現状保存されるため、本調査を行う必

要はないと判断された。

I 1 l表土（55cm)

I 2 ｜ローム層（10cm以上）
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⑧ 

「一一一一一「
i L 一一一一一一一一－可

！ ャ i
L一一一一二 I I ¥ JU 
建物予定地 自ト 撹乱 住居跡 1トレンチ

笛ト
Zト
会ト

2卜レンチ

ヤ 撹乱

「一一一一一一寸

；蕎 3卜レンチ

」一一一一一一一一一J
建物予定地

1: 400 1 Om 



目塚遺跡（台｜｜辰H21No.368)

太田市内ヶ島町1490-9の一部

開発予定地に 7本のトレンチを設定し、

38rrl （対象面積970.78ぱ）

34. 

①所在地

1492-5、1492-1の一部

②調査面積

③調査原因

④調査期間

⑤調査方法

遺構の確認を行った。同時に、

店舗新築工事

平成21年10月1日

図面作写真撮影、

成、土層確認を実施した。

近世の溝1条が確認された。遺物は出土

本調査の必要はないと判断された。

しなかった。

⑦取扱い方法

⑥調査結果

2トレンチ ／／へ、
／＼  
／ 
／ ＼  

／＼  
戸／＼
／ 

λ イ 八 ＼
¥ > ¥ ¥ ¥ 
撹舌IL¥¥/ ＼撹乱 ノ

〆 .／〆＼＼ノ〆
／’ レ－ ¥ 

//3トレンチ ＼＼ ／／  

く＼ 1ト川：
＼／  

／ 

＼／〆

＼／／  

＼ ー ／’
、〆，、〉

4卜レンチ

旬
。
ω

⑮ 

I 1 l砕石（70cm以上）

I 2 ｜ローム層

10111 1: 300 

建物予定地干し
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35.矢場寄合遺跡（台帳H21No.267)

①所在地太田市矢場町30756 

②調査面積 24ぱ（対象面積271.58ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年10月30日

⑤調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 ｜表土（20cm)

I 2 ｜黒色土（10cm)

I 3 l黒褐色土 （30cm)

I 4 l褐色土（砂質）

＠ 
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r1 

」一一一一
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36. 宮西遺跡（台1j1長H21No.264)

①所在地太田市東矢島町1019-1、－2の一部

②調査面積 13ぱ（対象面積80ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年10月22日

①調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は土坑 1基、溝1条が確認された。

遺物は、土坑から古墳時代の土器10点が出土した。

⑦取扱い方法土坑1基については、本調査を行い。

記録保存の措置をとった。

宮西遺跡観察表

番号 種器 腫類

1 土蛮師器

2 土費師器

3 土聾師器

I¥ 

3 

出土位置

1土坑

l土坑

1土坑

残存状況

ほぽ完形

2/3 

口縁破片

⑥ 

。11土坑
1溝

2トレンチ

1: 100 3m 
1トレンチ

I 1 ｜表土（60cm)

I 2 ｜ローム層（20cm以上）

1: 3 10cm 

口径・底径・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

(6.0）・ 4.8 9.0 徹密 良好 肌うす色い 外す面に輪積み痕を残

(13.8）・ 5.8 ・ 13.5 徹密 良好 撞うす色い 胴内面部ナ外デ面ヘラ削り、

(15.6）・一・ 徹密 良好 樺色 胴内面部ナ外デ面ヘラ削り、



37. 高林鶴巻古墳群（台帳H21No.204)

①所在地太田市高林南町626-27

②調査面積 39ぱ（対象面積373ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年10月22日

⑤調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 ｜表土（30cm)

I 2 lローム層

⑭ 
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北之庄遺跡（台111長H21No.3)

太田市由良町1738-1ほか

143ぱ（対象面積31,186、49rrf)

宝泉小校舎建築

① 所在地

② 調査面積

③ 調査原因

④ 調査期間

38. 

平成21年10月21日～23日

開発予定地に 3本のトレンチを設定し、⑤ 調査方法

遺構の確認を行った。

＼

一

＼

＼

一

＼

＼

一

、

～
＼
一

一
一
／

／

一

／

／

／

／

／

 

⑧ 図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構は方形周溝墓2基が確認され、遺物

は縄文時代、古墳時代の土器片が遺物収納箱に 1/2

写真撮影、同時に、

出土した。

方形周溝溝が確認された地点を中心と⑦ 取扱い方法

した約270rrfについて発掘調査を行う必要があると

／／＼ 〉 ／／／

／／方形周溝墓 撹乱 ／／ ／ 
／／／  

／／／  
＼＼  

＼＼｜＼＼＼／／／  

'I......_ ---- ----...... - ,1 I I 
、＼＼～.／ . I I 
＼～ー’／

撹乱

判断された（この後本調査を実施した）。

撹乱

ー
卜
レ
ン
チI 1 ｜表土（30cm)

I 2 ｜褐色土（25cm)

I 3 ｜ローム層

1 Om 1: 350 
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39.塚廻り古墳群（台，，，長H21No.262)

①所在 地太田市龍舞町3093-2ほか

②調査面積 109凶（対象面積650m)

③調査原因農業用水路

④調査期間平成21年11月4日～6日

⑤調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、遺

構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作成、

土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は、泥流の下部から田圃の畦状遺構が

確認された。遺物は泥流の直下から須恵器2点が出

土した。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

＼ ／／ 

＼ 

／ 、
" 2 

1: 3 

塚廻り古墳群観察表

番旦勺｜｜種器 腫類 出土位置 残存状況 口径 ・底径 ・器高 胎土 焼成 色調

須坪恵器 lトレンチ 底部破片 一 ・（7.6）・一 徹密 良好 灰色

2 ｜須査恵器 2卜レンチ 頭部破片
－司 . - ・ －圃岨ーーー 徹密 良好 灰色
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I 1 ｜表土（25cm)

I 2 l洪水堆積層（60cm)

I 3 ｜黒色土層

砂層（流路）

撹乱
目 表土（州

洪水堆積層（5cm)
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I I 2トレンチ

整形状の特徴

底縁部部回転糸削切り後周
ヘラり ｜｜｜ 
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41. 石神遺跡（台帳H21No.108)

①所在地太田市龍舞町829-3

②調査面積 24rrl （対象面積484凶）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年11月10日

⑤調査方法 開発予定地に l本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は溝l条が確認されたが、遺物は出

土しなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 ｜表土（15cm)

I 2 ｜暗灰色士層（15cm)
I 3 ｜白灰色土層（10cm)

⑭ 

「一一一「

建物予定地 ！ ！ 
｜一一一一一ー ー一一「

溝 I

~-- 1 「一一一一一」

L一一」
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42. 西矢島遺跡（台帳H21No.326)

①所在地太田市西矢島町374-2

②調査面積 143.75ぱ（対象面積2,377.73rri)

③調査原因建売分譲

④調査期間平成21年11月11日～12日

⑤調査方法 開発予定地に 3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は古墳時代と推定される住居跡l軒

が確認され、ここから高杯の脚1点が出土した。。

⑦取扱い方法 現状保存されるため、本調査を行う必

要はないと判断された。

盛土・磯（70cm)

⑨ 
2 ｜旧表土 （15cm)

3 ｜暗灰色土層（15cm)

4 ｜褐色土層 ・水性ローム
(10cm) 

口一ム台地

撹乱 ／ 
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／ 

撹乱

柱。三し I 

1号位居跡撹乱
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西矢島遺跡観察表

番号｜霊童｜出土位置｜残存状況｜ 口径・底径器高 ｜胎土｜焼成｜色調｜ 整形状の特徴

1 ｜土師器 11住 ｜脚部 ｜ ・19.4 ・ ｜微密｜良好｜檀色 ｜外面へラ磨き
高杯
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43. 東部地区遺跡群（台帳H21No.375)

①所在地太田市堀口町154-4、5

②調査面積 9 rrl （対象面積193rrl)

③調査原因個人住宅

④調査期間平成21年11月13日

⑤調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

I 1 ｜表土・撹乱（100cm)

I 2 ｜暗灰色士層

⑧ 
「一一一一一一一一一一一一一一一－i

「－
一」

L一一一一一一一一一一一一一＿j
建物予定地
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卜レンチ

1・100 4111 



44. 川向・中西田遺跡（台帳H21No.452)

①所在地太田市内ヶ島町2268、2261の一部

②調査面積 30ぱ（対象面積674.16rri)

③調査原因集合住宅

④調査期間平成21年11月24日

⑤調査方法 開発予定地に 3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は近世以降と推定される溝1条、土

坑 l基が確認された。遺物は出土しなかった。

⑦取扱い方法本調査の必要はないと判断された。
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45.城ノ内遺跡（台帳H21No.423)

①所在地太田市大島町452-1ほか50筆

②調査面積 559ぱ（対象面積50,136.94凶）

③調査原因太田病院

④調査期間平成21年11月16日～19日

⑤調査方法 開発予定地にll本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤調査結果遺構は古代の住居跡18軒、溝、土坑、柱

穴等が確認された。遺物は古代の土器片等が収納箱

1箱出土した。これらの中には墨書土器l点（文字

不明）もあった。

⑦取扱い方法 約4,000rrlについて、発掘調査を行う

必要があると判断された（この後本調査を実施した）。

モヨ
そで三七三

3 

城ノ内遺跡観察表

番号 種苦昔 日類重 出土位置 残存状況 口径・底径・器高

1 土高師杯器 3トレンチ 1 / 2 (16.4）・ 10.4 ・ 9.2

2 土均t師器 6トレンチ 1/3 (14.0）・一・一

3 須坪恵器 lトレンチ (10.0）・・

4 土手師づ器くね 3卜レンチ 底部 一・（3.0）・一

5 土褒師器 7トレンチ 口縁1/3 (19.0）・一・一

6 須均三恵、器 6トレンチ 底部破片 一 ・（6.2）・ 一

／ 

胎土

微密

徹密

撤密

徹密

徹密

鰍密

-47-

5 

1: 3 1 Dem 

焼成 色調 整形状の特徴

良好 肌色 内外面ナデ

良好 樟色 外ナ面デへラ削り、 内面

良好

良好 肌色 内外面ナデ

良好 肌うす色しミ 外ナ面デへラ削り、 内面

良好 灰色 底面部に墨回書転糸（文切字り不、明内） 
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11トレンチ I

HJ卜レンチ

1卜レンチ［

I 1 ｜表土（15cm)
I 2 ｜暗褐色士層（10cm)
I 3 ｜ローム

2トレンチ l

3卜レンチ l

4卜レンチ I

5トレンチ I

6卜レンチ l

7トレンチ
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1: 800 

ローム台地
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46.天良七堂遺跡（台帳H21No.515)

① 所在地太田市天良町115-9 

② 調査面積 9ぱ（対象面積230.53凶）

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成21年12月24日

⑤ 調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、 写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構・ 遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑧ 

「一一一一一一一－-i

: : 卜レンチ

l l建物予定地
L一一一一一一一一」 9 1:250 51m 

47.堀之内遺跡（台帳H21No.498)

① 所在地太田市西野谷町1297 

② 調査面積 9 rrl （対象面積347.85ぱ）

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成21年12月24日

⑤ 調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、 写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構は土坑4基、柱穴4本が確認された。

遺物はピットより奈良・平安時代と推定される杯の

破片1点が出土した。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑨ 

トレンチ

土坑

,--

L「

k坑土坑｜
1 : 400 1 Om 

1一 建一物」予定地
- 49 

盛土（60cm)

2 ｜磯層（20cm)

3 ｜砂層

I I ｜盛土（35cm)

I 2 ｜暗褐色土（15cm)
I 3 l黒褐色土（10cm)
I 4 lローム層



村田・本郷遺跡（台帳H21No.501)

2s.srn （対象面積314.65ぱ）
太田市新田村田町935-3 

個人住宅

平成21年12月9日

① 所在地

② 調査面積

③ 調査原因

④ 調査期間

⑤ 調査方法

48. 

開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果遺構は近世以降の溝4条、土坑l基が確

認された。遺物は須恵器蓋破片や近世のすり鉢が出

現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

たし土

⑦取扱い方法

I 1 ｜表土（40cm)

I 2 ｜暗褐色士（5cm)
I 3 ｜茶褐色土（5cm)
I 4 ｜ローム層

1トレンチ

コ2卜レンチ

2溝
「一二言－~；~－－.－：；

: / I (/ ；’丹I ! ! 
! I Iii/ ! i / 
｜土坑 I I I I I I I t 

I( )/ I I II I I 
I I I I I I I I I 
1 I I I I/ I I I 

i/ / ! f ://  

I I i i / i /; 
I J I I I f 
,~_! __ Ll一一」_:J/ 

建物予定地

⑧ 

5m 1: 150 

ノ』：＼／ 

1 Dem 

宝珠状つまみ
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1: 3 

整形状の特徴調
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一側
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1溝一1

口径 ・底径 ・器高

・(12.8）・

残存状況

底部破片

つまみ部
分

出土位置

1溝

2溝

村田・ 本郷遺跡観察表

種類
器腫

すり鉢

須恵器
蓋

番号

2 



49. FP泥流下遺跡群 （台帳H21No.524)

①所在地太田市粕川町128-3

②調査面積 9.6ぱ（対象面積372.59rri)

③調査原因個人住宅

④調査期間平成22年1月6日

⑤調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は平安時代と推定される住居跡1軒

が確認され、遺物は平安時代の須恵器破片3点と土

師器破片1点が出土した。

⑦取扱い方法 現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

⑧ 

「一一一一一一一一一一一一一一一「

住居跡 ！ 

I I I I lトレンチ

L一一一一一一一一一ー一」
建物予定地

I 1 l砂利（30cm)

I 2 l表土（35cm)

I 3 l表土と FP泥流の混層（5cm)
I 4 I F P 泥流
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50. 落内遺跡（台帳H21No.542)

①所在地太田市吉沢町1772-4,5,7番

②調査面積 13ぱ（対象面積460凶）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成22年1月8日

⑤調査方法 開発予定地に l本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は確認されなかった。遺物は奈良 ・

平安時代と推定される土器片3点が出土した。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑨ 

卜レンチ

-1 

建物予定地

? 1 : 500 1 9m 

51. 高林西原古墳群（台帳H21No.477)

①所在地太田市高林西町880-3

②調査面積 9.6m c対象面積414.99rn')

③調査原因個人住宅

④調査期間平成22年1月18日

⑤調査方法 開発予定地に l本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑧ 
「一一一一一一一一一「

i ｜トレンチ ¥ 

L ___ ..rーしー」
建物予定地

9 1 : 500 19m 
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表土（50cm)

2 l灰色土（20cm)

3 lうす茶色土

I 1 ｜表土（30cm)

I 2 ｜褐色土（20cm)
I 3 lローム層



52.久保遺跡、上遺跡（台帳H21No.225)

①所在地太田市鳥山上町2257

② 調査面積 80ぱ（対象面積1,023凶）

③調査原因建売住宅

④調査期間平成22年1月18日

⑤調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果遺構は住居跡4軒、溝6条が確認され

た。遺物は奈良・平安時代と推定される土器片が収

納箱 1/2出土した。

⑦取扱い方法 遺構が確認された部分は現状保存され

るため、本調査の必要はないと判断された。
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1: 3 10cm I 1 ｜表土（40cm)

I 2 ｜ローム層

久保遺跡、上遺跡観察表
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口
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出土位置 ｜残存状況

4住 I1/2 

コ径 ・底径・器高

(14.0）・一・ 4.8 

胎二 ｜焼成｜色調

微密 ｜良好 ｜糧色

整形状の特徴

外面ヘラ削り、 内面
ナデ
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53.細谷南遺跡（台1j1長H21No.382)

①所在地太田市細谷町324-4

②調査面積 28凶（対象面積444rrl)

③調査原因個人住宅

④調査期間平成22年1月25日

⑤調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、士層確認を実施した。

⑥ 調査結果遺構は土坑1基、溝2条、柱穴2本が確

認された。遺物は古墳時代と推定される土器片7点

が出土した。

⑦取扱い方法 現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

⑧ 
I 1 l盛土（30cm)

I 2 ｜表土（褐色土30cm)

I 3 ｜黒色土（20cm)
I 4 ｜ローム層 「一一一一一「一一一一一一一一 「ー--1
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54.推定東山道駅路（台帳H21No.519)

①所在地太田市東新町733

②調査面積 35rrl （対象面積1,474.39ぱ）

③調査原因 デイサービス施設

④調査期間平成22年 2月8日

⑤調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。
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55. 東矢島遺跡（台111長H21No.25)

①所在地太田市末広町561-4

②調査面積 3ぱ（対象面積453.71ぱ）

③調査原因事務所

④ 調査期間平成22年2月8日

⑤調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法本調査の必要はないと判断された。

⑥ ーーーー 一ーーーー一一一一ー「

I 1 l砕石（15cm)

I 2 1表土 （15cm)

I 3 ｜ローム層
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56.満所遺跡 （台111長H21No.568)

① 所在地太田市石原町432-5、7

② 調査面積 9ぱ（対象面積203.50ぱ）

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成22年2月19日

⑤ 調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、 写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤ 調査結果 遺構は柱穴2本が確認された。遺物は出

土しなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

⑧ 

I 1 l砕石（20cm)

I 2 l表土（20cm)

I 3 ｜ローム層

「一一一一一一一一一一一一一一－1

L _l 柱穴 I 

ト叶白 ヴ河｜
一一一一寸

」一一一一 一一 一一」
建物予定地
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57.西長岡横塚古墳群 （台帳H21No.603)

①所在地太田市西長岡町376-1

② 調査面積 21rri （対象面積296.03rri)

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成22年2月19日

⑤ 調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は溝3条が確認された。遺物は出土

しなかった。

⑦ 取扱い方法現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

I 1 ｜表士（30cm)

I 2 ｜褐色土（10cm)
I 3 ｜ローム層
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58.高林遺跡 （台帳H21No.502)

① 所在地太田市牛沢町1125-1 

② 調査面積 2lrri （対象面積300.0lrri)

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成22年2月23日

⑤ 調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定
し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面
作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構・遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断され
た。

I I ｜表土 （25cm)

I 2 ｜ローム層

⑧ 

「一一一一一一一一一一一一一一一
一一一「

L 

一 一一一一一一

1トレンチ

1. 150 5m 
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59. 家前遺跡（台帳日21No.504)

①所在地太田市岩瀬川町276-1他

②調査面積 55rrf （対象面積993ぱ）

③調査原因宅地分譲

④調査期間平成22年2月23日

⑤調査方法 開発予定地に 5本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は土坑2基、溝1条、柱穴7本が確

認された。遺物は出土しなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断された。

盛り土（20cm) ⑨ 
2 ｜表土（15cm)

3 ｜黒色土（15cm)

4 ｜水性ローム層

5卜レンチ

土坑

J昔

柱穴

1トレンチ

柱穴

2卜レンチ

3卜レンチ
4トレンチ

1
 

n川
u
－
 

n
H
u
 

n
H
u
 

n41u 
－
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世良田下原古墳群隣接地 （台帳H21遺跡外No.

306rrl （対象面積21,489凶）

道の駅

平成22年2月24日～3月2日

太田市粕川町631番 1ほか

441) 

① 所在地

② 調査面積

③ 調査原因

④ 調査期間

⑤ 調査方法

60. 

開発予定地に 7本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構は溝6条が確認された。遺物は出土

図面作写真撮影、

現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

しなかった。

⑦ 取扱い方法

；誇

3卜レンチ

「一一一一一「 「一一一一一一「
デ二二コ ｜ ｜ L一一一一一

: : i空 I -1 
」一一一一」 2卜レン伊

＼、／ピ一一一一一一一一一」
溝 4卜レンチ

；葺

1トレンチ

⑧ 

草
由
門

5トレンチ

6トレンチ
7卜レンチ

表土（30cm)

褐色（砂層20cm)

灰白色（泥流20cm)

灰白色（泥流10cm)

灰色（泥流10cm)

灰白色（泥流5cm)

40m 1・1200
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黒色（30cm以上）7 



61. 城ノ内遺跡（台111長H21No.581)

①所在 地太田市八幡町18-6、7の一部

②調査面積 162ぱ（対象面積2,512.lSrrl)

③調査原因 建売住宅

④調査期間平成22年3月3日～4日

⑤調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は住居跡17軒、溝3条、土坑6基が

確認された。遺物は古墳時代～平安時代と推定され

る土器片が収納箱1箱出土した。

⑦取扱い方法 道路建設予定地約380凶について発掘

調査を行う必要があると判断された（との後本調査

を実施した）。

⑧ 

；喬

I 1 l表土（20cm)

I 2 ｜黒褐色（10cm)
I 3 1ローム層

住居跡

4卜レンチ

住居跡 住居跡

住居跡
住居跡 住居跡

住
居
跡

柱穴

1卜レンチ

1: 400 
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62. 天良七堂遺跡 （台1j1長H21No.649)

①所在地太田市天良町723の一部他

②調査面積 30ぱ（対象面積300ぱ）

③調査原因 強戸中武道場

④調査期間平成22年3月19日

⑤調査方法 開発予定地に3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤調査結果 遺構は住居跡 1軒、溝 1条が確認され

た。遺物は出土しなかった。

⑦取扱い方法現状保存される為、本調査の必要はな

いと判断された。

＠ 
I 1 l盛土（30cm)

I 2 ｜表土（20cm)

I 3 l黒色士（20cm)

I 4 ｜ローム層

／
 ／
 ／
 ／

 ／
 ／

 ／
 ／
 ／
 ／
 ／

 ／
 ／

 ／
 ／

／
一

／ 住居跡 ＼＼ 
／ 

草
再

／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／

 ／
 ／ 

1トレンチ

3トレンチ

内‘un
U
 
2
 
1
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第5章ま とめ
平成21年度に市内遺跡発掘調査の対象となった遺跡は62件であり、このうち39箇所で何らかの遺構あるいは遺物が

確認され、 6件で本調査を実施することとなった。これ以外の33件は、現状保存等の措置により遺跡の保存を図るこ

とができた。代表的な調査としては、寺井廃寺、国済寺城跡、北之庄遺跡、塚廻り古墳群、城之内遺跡の調査をあげ

ることができる。寺井廃寺 (14・17）では、寺跡が想定される地点の東方において2件の確認調査を行い、上野国分

寺創建期の軒丸瓦をはじめとした多量の瓦が出土した。寺院に伴う建物跡や築地塀等は確認できなかったが、 14の調

査では、ほぼ南北方向に走る古代の溝口号溝）を確認し、範囲が明らかでない寺井廃寺の範囲を探る上で貴重な成

果を上げることができた。平成20年度に天良町66で実施した確認調査では、古代と推定されるほぼ東西方向の溝が確

認されている。 2条の溝はほぼ直行していることから、寺井廃寺に関わる遺構の可能性が強い。今後注意する必要が

あろう。国済寺城跡 (19）では、本地域で類例の少ない弥生時代中期の土器片が 1点出土した。北之庄遺跡（38）で

は、方形周溝墓2基が確認され、宝泉台地上における古墳時代の墓制を知る上で貴重な発見となった。塚廻り古墳群

(39）では、泥流層の直下から 2点の土器が出土した。土器は8世紀後半の遺物と推定され、年代の明らかでない泥

流の時期を特定するうえで重要な発見となった。城之内遺跡（45・61)では、古墳時代から古代の多量の住居跡が確

認され、この時期の集落の一端を明らかすることができた。

地点ごとの調査では判明しない事柄も、数を重ねることにより全体像が見えることがあり、これが確認調査の大き

な成果であるといえる。今後の周辺の調査とも連携させ、遺跡の正確な把握と保護に務めていきたい。

最後に、調査に際してこ、協力いただいた事業主の方々、ならびに寒暖の中で発掘調査に従事された方々に深く感謝

の意を表したい。

く参考文献＞ 太田市教育委員会 2006「太田市内遺跡l」

太田市教育委員会 2007「太田市内遺跡2J

太田市教育委員会 2008「天良七堂遺跡」

太田市教育委員会 2008「太田市内遺跡3J

太田市教育委員会 2009「太田市内遺跡4J

太田市教育委員会 2010「太田市内遺跡5J

太田市教育委員会 2010「天良七堂遺跡2J
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